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淡

路

洲

本

附

近

の
段

丘

洲
本
町
の
西
方
に
tl
き

,
し
て
背
約

山
村よ
り
成
る
北
方
山
地
･rJ
白
亜
紀
Lb
よ
り
hT･i
ろ
柄
方
山
地
}J
の
間
に
簡
北

約
凹
粁
､
放
出
約
七
粁
独
り
低
地
あ

り
O
=
り
低
地
は
粥
南
よ
り
糸
ろ
物

部
川
､そ
り
支
祇
築
秋
川
の
流
域
に
属
す
｡
両
川
の
両
群
に
は
極
め
て
弟
旗

な
ろ
段
丘
沓
速
せ
り
｡
即
ち
洲
本
よ
り
帽
位
戦
法
に
よ
り
四
す
れ
ば
守
口

贋
(
脇
座
附
近
)北
方
に
:,満
ru約

一
〇
米
の
.段
丘
あ
り
､
段
丘
G
l下
部
八
米

内
外
11
花
柄
･:灯
り
カ
ス
プ
私
耕
せ
り
｡
=
れ
よ
り
相
方
胸
部
川
北
梓
に
は

配
に
拭
き

1
段
あ
り
｡
物
部
川
柄
井
に
於
て
け
大
卸
村
附
近
に
於
て
三
成

あ
り
'
段
丘
上
は.
平
坦
.1
L
.LTJ
蛸
渦
何
れ
-
水
m
TJ
な
り
恰
も
沖
荷
平
地

の
慾
わ
ら
し
む
｡
多
-
の
崖
家
ほ
密
艶
て
る
も
り
少
な
-
段
丘
上
に
散
鮎

せ
り
｡
炎
秋
川
胎
梓
t
-
同
株
三
段
許
の
段
丘
わ
リ
て
上
m
原
附
妃
株
式

的
な
り
.
両
も
之
等
段
一九
の
故
も
:Rm
さ
も
の
t‡
晦
面
上
約
六
十
米
に
あ
り

こ
れ
等
の
段
丘
よ
り
柵
芯
-
揮
触
り
進
め
ろ
tiLl陸
地
あ
り
､
大
野
村
四
方

及
東
浦
(
池
ノ
内
附
妃
)
等
こ
れ
な
り
｡
池
ノ
j<;
附
妃
H_
粘
土
に
富
む
白
色

砂
に
し
て
多
少
の
棟
も
工究
ゆ
｡
こ
の
砂
_王
水
妓
し
て
J.Tia
色
相
土
み
探
り
蹄

器
原
料
ミ
し
て
描
出
せ
り
.
こ
れ
等
の
丘
陵
地
は
プ
ラ
イ
ス
･L
y
I
rノ
椛
山

原
な
る
べ
-
ー
段
丘
地
に
プ
ラ
イ
ス
rL
ソ
ー
ン
新
鮮
な
ろ
.へ
し
｡
仰
､
上

記
の
低
地
_ェ
低
.～
,分
水
非
に
よ
り
て
西
方
り
大
日
川
流
域
の
低
地
TJ
辿
り

=
の
低
地
に
も
､
段
丘
葎
通
せ
る
も
ら
ゝ
如
し
｡
供
与
拡
域
に
亙
り
ー
淡

路
_こ
数
脚
か
欝
ぜ
ろ
段
丘
の
成
田
ti
興
妹
み
ろ
問
題
な
ら
ん
-
米
だ
註
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輝
明
を

第
六
故

実

八

七
二

之
も
諭
す
る
ま
で
の
材
料
を
克
典
せ
ず
｡
鴫
大
に
段
丘
の
窪
逃
せ
る
T<4
搬

辞
す
あ
に
止
む
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治
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安

行
地

方

の
苗
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埼
玉
燥
北
足
立
郡
安
行
柑
地
方
_ェ
妃
年
取

馳ごり.遊
渉
}J
北
ハに
日
本
有
数
の
甘
木
及
廃
槻
樹
木
6
1出
産
地
tJ
L
て
知
ら

れ
て
き
ii
O
明
暦
年
陶
青
田
椎
之
痕
な
る
も
り
が
珍
奇
の
花
水
か
鵜
増
し

i
l
G
lに
始
ま
る
が
明
治
に
至
り
帝
都
に
妃
い
i1
め
に
俄
然
勃
射
し
､
閥
米

袋
災
り
七
め
に
北
米
､
横
紙
tL･4
'･,)の
役
興
に
よ
っ
て
大
小
公
的
､
叉
tl
偶

人
の
腐
榊
に
鴇
鮮
さ
る
～
常
総
柑
G
l待
避
が
増
加
し
､
舵
蹄
益
々
拘
束
す

る
ミ
同
時
に
'
明
治
二
十

一
二
年
頃
か
ら
班
に
外
聞

へ
の
輸
出
り
治
も
開

け
､
内
地
各
方
田

へ
も
砂
川
さ
れ
'
今
や
零
付
村
私
中
心
写
し
て
附
妃
村

落
の
鵜
培
噺
六
宵
に
辻
L
血
辞
低
域
_工
北

足
立
郡
内
二
町
二
十
々
村
､
就

中
安
布
.
帥
板
､
戸
塚
1
2

二
相
存
立
･,,
し
て
年
産
桁
約
甘
五
十
鶴
間
払

超
過
し
て
ゐ
ろ
｡

栽
培
械
樹
H_
､
朝
鮮

用､
盆
栽
類
､
鉢
吻
如
､
壇
紙

用､
鵜
樹
仙m
瓶
､

鼎
樹
仙tq
相
木
､
山

林
溺

水其
他
の
七
和
親
に
至
り
ス
ギ

､ヒノ
キ
､
マ
グ
'

カ
サ
ヤ
マ
キ
､
ソ
テ
ツ
等
わ
は
じ
め
チ
ャ
か
ヒ
〆
､

モ

ミ
ゲ
､
イ
テ
サ
､

サ
ク
ラ
､

プ
ラ
が
ヌ
ス

､
･JJ
タ
Tl
ク
､
ア
オ
キ
の
細
か
ら
シ
ー
ダ
ー
､
サ

ブ
キ
､
ア
カ
シ
ア
､
サ
メ
)

か
ケ
'
ザ
ク
｡
或
t
",カ
ン
'
キ

ン
カ

ン
､

タ
チ
バ
ナ
ー
モ
ゝ
､
ナ
シ
､
>
ン
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､
わ
ら
_少
ろ
氷
樹
?J
甘
木
･rJ
も
庄
川

で

ち
i
年
6
1,つ
も
で
十
月
､
十

1
月
及

三
月
'
四
月
竺

1期
が
移
山
人
紬

で
あ
っ
て
移
日
光
は
仝
樹
LL肋
が
つ
Y

ゐ
ろ
O

l
例
1J
L
て
典
樹
芯
り
み

の
唯
引
地
私
記
す
ご
太
り
如
-

で
あ
る
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梨

東
梅
迫
､
蜘
四
方
宙
､
朝
鮮
､
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朝
鮮
ー
関
東
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葡
森

柿

は
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朝
鮮

粟

井
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兵
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井
他
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桃

東
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迫
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葡
萄

岡
山
､
甲
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梅

文
略
混
､
隅
田

棲
桃

青
森
ー
秋
田
､
長
野

柑
橘

房
州
､
僻
的

こ
れ
で
見

ろ
ミ
耽
閥
の
有
名
な
名
鼎
は
埼
玉
が
元
締
で
わ
ろ
ミ
い
ふ
こ
亡

I
.+
I

に
な
る
｡

望
L
,
,の
地
力
人
ら
柏

木

の
術
が
失
政
に
-
よ
い
TJ
い
ふ
鮎
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か
く
り
加
-
な
ら
し
め
i
l
り
で
み
そ
b
し
い
O

o
北

海

道

西

岸

の
耀

本
年
六
月
以
氷
解
務
舵
武
純
は
北
淋
?,:)
西

洋押
合
の
洲
丑
に
従
邸
中
利
尻
偽
の
摘
田
方
約
四
十
皿
の
附
妃
に
大
･qJj1L<

唯
の
存
在
す
ろ
,
,･rJ
払
渡
見
L
､
紡
柵
に
探
測
L
t
v
r
名

曲
の
聯
-1
十

専

科ー
及
び
十
九
葬
竺

毎

払
有
L
t
之
よ
り
北
西
方
にこ
約
二
十
放
流
方
11

約
三
十

吐
拭
厳
し
非
の
幅
に
約
二
十
兜
で
め
り
､
C'-f
協
部
の
鹿

田
末
皿
半

襟
の
問
に
水
撃

1+
六
辞
乃
至
六
十
二
等
で
み
ろ
O
こ
ら
蛾
～J
利
尻
粘
1J

り
間
tこ
け
首
･弧*
よ
り
探
-
甘
八
十

九

許

に
嘩
し
南
北
に
立
ち

1
僻
が
あ

あ
じ田
に
云
ふ
｡
小
柑
新
関
の
記
邸
に
よ
れ
ば
此
り
鞭
の
資
見
に
北
縦
波
水

産
非
望

大
般
串
で
あ
っ
t.J
北
絹
遊
泳
建
託
焼
場
11
て
早
速
之
が
調
査
t

従
軸
し
た
が
非
り
締
些

二
十
四
五
辞
ま
で
り
庭
に
は
ソ
イ
が
棲
息
し
て
二

十
四
五
蔀
の
越
に
HM
も
多
く
七
十
亭
以
上
に
は
棲
比
し
な
い
､
又
船
に
首

串
前
後
の
底

_こ多
-
挫
息
し
て
居
ろ
｡
其
の
他
カ
レ
イ
､
イ
カ
等
の
挫
瓜

が
甚
だ
多
い

寸しの
=
7,
で
み
ろ
｡
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報
節
四
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節
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披
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洋
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航

成

功

過
去
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排
日
碓
平
均
水
排
は

nM揃
.a
十
五
堅

一吋
地
低
二
SJ凹
吋
ー
徒
氷
淋
滞
船
り
長
江
離
路
に
淡
口

述
か
最
&
'鮎
1J
L
て
締
11こ
小
判
の
牌
船
が
上
紙
沙
市
道
榊
江
ぜ
L
外
洗
∩

維

敢

宜
鳥

肌
蹄
_I
全
部
河

川汽
船
に
要
れ
氷
れ
あ
が
本
年
九
月
三
井
終
行
け
所

属
鵬

高
枕
山
丸
(
二
千

七十
五
噸
)
な
し
て
右
航
路
み
試
航
せ
し
め
九
月
三

日
胡
口
か
渡
し
途
中
益
L
t
i
ろ
榔
儀
な
-
同
月
入
日
見
解
に
芳
斑
､
浦
舵

ぜ
ろ
石
供
を
全
部
榊
卸
し
'
九
月
十
七
日
淡
口
に
下
航
せ
り
､
本
航
路
の

夏
季
将
水
糊

些
什
吋
稚
～_
従
兆
船
舶
菜
細
り
調
査
に
三

股
に
知
れ
波
れ

ろ
が
･粥
･S
上
り
航
行
は
今
糊
の
試
舶
わ
似
て
鴨
失
せ
で
､
三
非
洋
行
1
,
I

れ
よ
り
縛
々
脂
拝
触
り
宜
晶
直
航
な
斑
行
で
乏

血
範
込
な
あ
が
兎
に
乃

本
航
路
の
草
炭
･1_
滑
水
長
江
貿
易
に
質
す
ろ
所
大
な
る
.(
し
ミ
い
ふ
｡

○

西
比

利

茄
地
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組

織

五
月
廿
五
日
､

リ
デ
イ
エ
五
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図
聯

邦政
府
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中
央
執
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委
長
骨
裁
可
に
係
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輔
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利
正
地
方
組
放
法
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公
布

せ
り
､
同
法
.1
よ
れ
ば
シ
ベ
p
ア
地
方
H_
現
す
ム
ス
ク
階
が
ノ
オ
三
一
ラ

イ
サ
ス
ク
慌
亡
な
り
'
外
_二
ア
>.
タ
イ
舷
､
エ
ニ
セ
イ
ス
ク
鮫
及
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イ
ラ

チ
由
緒
地
方
其
他
よ
り
成
り
､
十

七

拓
に
分
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ろ
､
首
府
-ェ
ノ
す
ニ
p
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イ
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ス
ク
市
で
あ
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､
区
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に
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ス
キ
I
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､
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ラ
･>
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I
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サ
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カ
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曜

オ
イ
ラ
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ス
カ
ヤ
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･
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十
七
筒
で

あ
る
､

サ
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I
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'

パ
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キ
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芯

カ
ー
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ス
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ー
圃
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ー
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ヅ
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ブ
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_‡
何
牙
利
究
滞

り
碑
式

に
関
り.
ろ
研
究
払二
九
二

四
年
の
何
升
利
年
報

(
U

ngarisch
e
Jah
rT,rich
er)
第
凹
各
節
二
肘
よ
り
節

四
肘
に
発
光
し
il
O

(
此
り
雑

誌_ェ太郎
以
後
伯
林
大
草
何
升
研
究
案
件

謂
り
許
に
発
行
せ
ら
れ
る
･iiE
級
雑
誰
で
倒
牙
剃
り
歴
聖

土
俗
､
地
税
の

研
米
窪
総
機
鵬
で
あ
る
)
曲
り
研
究
に
よ
れ
ば
比
暇
的
斯
ら
し
r*東

洋
G
l

粗
放
tl-
柵
明
瞭
で
あ
る
1J
Hi.
云
へ
其
の
他
の
釆
諮
り
解
際
の
超
脱
は
虎
早

明
瞭
で

な
-な
っ
た
が
､
大
比
例
り
地
圃

〔
管
聴
け
七
約
五
千
分

7
ら
塊

柵
閑
地
問
か
畑

/G
il
)
上
に
於
て
諸
相
洋
e
l平
静
問
か
耶
鋸
す
れ
ば
或
る

1
般
ら
赦
兜
･～4
砿
足

す

ろ
串
が
川
爽
ー
其
れ
が
欄
内
に
於
げ
ろ
分
布
み
迫

求
す
る
邸
が
川
端
為
.
多
-
S
部
分
は
蘭
形
式
の
脱
防
空

試
す
が
叉
或
る

部
分
に
於
て
1‡
地
質
的
若
し
-
-‡
土
俗
的
質
問
に
担
因
す
る
形
式
G
l聖
.鎚

が
詑
め
ら
れ
其
の
間
71こ
明
碗
な
ろ

7
槻
み
捌
す
る
堺
が
川
氷
る
場
合
も
め

る
｡
鮭
静
は
此
り
岡
鳩
に
関
し
て
は
き

こ

て
和
乙
振
鎮
静
の
分
淘
法
に

従
っ
て
摺
る
｡
此
り
分
軸
比
は
柑
薄
み

○

)

H
au
Een
d
o
rf
(
光
束
分
散
L
LJ
居
た
衝
撃
索
が
向
然
に
張
合
し

て
形
成
せ
ら
れ
た
村
落
私
淑
映
し
都
県
相
接
或
は
押
付
tJ
で
も
鰐
す
べ
き

か
〕(
二
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R
un
(1do
rf
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P
lanm
欝

sige
D
G
rfer
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人
工
的
計
割
に
よ
っ
て
形
収
せ
ら
れ
i1

村
潔
で
之
れ
払
叉
柿
柿
に
分
耕
す
ろ
軍
が
川
氷
る
)
聖

廟

に
分
つ
も
り

で
あ
る
O
而
し
て
分
散
ぜ
ろ
餅
嬰
崇
が
鉄
骨
す
る
減
税
に
於
て
～_‡
土
地
の

凸
凹
が
ま
な
ろ
㍍
郷
私
淑
ハ
へ
ろ
で
あ
ら
､つ
､
何
?,な
れ
ば
細
長
い
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於
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荻
原
の
弘
合
-‡
相

宿
t
lろ
数
供
片
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な
r
P
蹟
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於
て
ー‡
此
拙

節
四
谷

第
六
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七
四

的
断
続
ぜ
ゑ
抑
洋
三
仏
為
で
あ
ら
-
か
ら
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伽
牙
剃
り
照
雄
に
於
て
故
も

興
煉
み
ろ
嬰
索
は
ア
〃
フ
エ
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低
地
に
於
け
ち
大
群
鴫
杵
港

で
わ
ら
0

此
れ
_ェ
凡
て
り
衆
沫
形
式
串
放
-
披
試
伯
に
旬
牙
利
の
特
徴
も
正
す
も

り
で
其
の
甲
師
岡
11
土
hLi
苑
新
地
に
於
げ
ろ
郡
市
の
甲
田
問
tJ
階
仙
し
て

ぼ
ろ
.｡
此
り
形
式
り
或
る

7
群
は
､
北
ハ周
り
中
心
帥
ら
市
場
よ
り
船
路
が

四
方
に
壮
射
し
て
尉
ろ

の
み
特
徴
ミ
L
而
し
て
北
ハの
形
状
6
11冗
祇
固
形
な

る
は
例

へ
は
ヤ
ス
ザ
パ
テ
ィ
(Y
aszap
賢
)
に
於
け
為
が
如
-
群
落
防
禦
¢

防
蛇
に
起
因
L
外

輪
術
の
形
状
叉
同

じ
-
之
れ
に
越
原
す
る
り
で
あ
る
0

時
そ
し
て
は
積
輪

が
め
り
之
れ
け
時
6
1綻
過
せ
北
だ

緊
渚
が
外
部

へ
膨
脹

し
た
邸
を

訳
し
て
摺
る
｡
非
の
中
火
市
場
に
緊
ろ
ま
邸
退
路
は
不
断
に
逓

倍
し
て
中
心
に
払
あ
が
唯
1-奈
ミ
し
て
中
心
に
速
で
ろ
以
前
分
岐
し
て
こ
せ

&
'り
此
底
.1
品
形
が
形
成
せ
ら
れ
る
串
が
み
ろ
O
群
雄
が
群
で
あ
る
群
1

7
放
り
特
徴
で
あ
っ
て
之
れ
-‡
防
県
の
必

翠
よ
り
柏
リ
叉
ダ
イ

ス
河
流
域

G
T低
地
に
於
て
け
跳
水
も
逃
れ
ん
?J
す
る
に
槌
倒
し
て
尉
為
｡
其
の
琴

1

次
的
G
l市
街
納
付二

見
仝
-
何
等
の
系
統
な
与
も
り
ゝ
加
-
で
あ
る
が
此

代
地
-ェ
農
民
が
能
ふ
限
り
叔
･J
荘
接
な
ろ
踏
蹄
に
よ
っ
て
己
が
住
家
に
連

せ
ん
,̂J
L
ii
原
始
的
通
路
在
職
添
L
ii
も
の
主

考

へ
ら
れ
る
｡

此
り
虫
袈
な
る
形
式
の

叫
担
雅
代
術
路
ら
排
列
が
放
射
的
な
ら
す
し
て

扇
状
で
あ
る
も
り
で
あ
り
､
定
に
他
の
詫
嬰
な
る

7
群
_工
と
ワ
ン
ス
イ
>̂

ダ
ア
ニ
ア
空
プ
チ
ア
人
(W
alh
ch
ians)
の
不
規
則
郷
艶
相
接
即
ち

W
;rrh
au
fe
ndo
rf
で
あ
っ
て
此
り
形
式
.1
於
て

ほ
其
の
綿
肺
71
何
年
の

系

統
も
池

求
す
る
邸
が
川
端
サ
家
屋
は
地
形
亡
は
何
等
の
捌
係
も
な
く
群

賂
し
て
或
る

一
塊
私
な
し
て
伊
る
O

例

へ
げ

V
e16te
T托
入
胴
の
山
野
私



占

め
其
の
錦
絵
部
に
倣
配
し
て
居
る
の
,で
あ
る
が
平
坦
な
る
中
原
上
に
按

大
せ
ず
其
の
街
路
糾
H_
仝
-

偶
然
的
り
も

り

が
あ
る
O
ス
エ
タ
ラ
I
人

(s
z6k
ters)

の
村
落
tュ
タ
ラ
チ
ア
入
り
杵
捲
tJ
は
糖
分
換
っ
て
伴
っ
て
其

の
繋
接
が柵
榊
で
あ
る
｡
此
ーi
此
の
民
族
の
和
立
的
件
捕
り
灰
眺
で
あ
る

が
叉
其
り
地
の
自
然
_二
㍍
響
せ
ら
れ
た
所
も
打
な
り
多
い
句
で
あ
る
｡
此

り
諭
中
_こ
け
北
ハ6
,.他
郷
々
り
形
式
が
叙
越
せ
ら
れ
て
放
る
の
で
み
ち
が

其

の
叫
に
餌
付
な
る
も
り
が
釣
る
｡
此
れ
_
大
鑑
に
沿
っ
て
督
出
し
i1
杵
誰

聖

血
塊
せ
ず
家
屋
が
連
綿
せ
る
二
列
に
建
て
ら
れ
其
の
問
に
街
路
w
J
て

の
空
陶
か
撞
｢.
-
り
で
み
㌔

侶
其
の
他
川
角
空
地
の
.用
凶
に
班
.J
ら
れ

仁
科
路
即
ち

R
y
nk
d
orf
な
あ
-
9
1
み
ろ
｡
常
滑
は
敢
後
に
諸
形
式
の

地
方
的
分
布

ね
地
同
上
_こ
撃

が
し
て
煉
る
O

(.h
オ
グ
ラ
フ
ヰ
カ
ル

ジ
ャ

ー
ナ
>;

山
九
二
五
年
､
六
月
猷
ー
玉
川
五

I
I.九
讐

嘉

示

牧
班
紫
紺
)

○

パ

レ

ス

タ

イ

ン

の

近

況

政
泊
的
及
び
敗
訴
的
服
潜
り
漸
次
安

尤す
る
に
つ
れ
て
中
経
階
級
に
属
す
ろ
柑
太
移
民
が
波
棚
､
塊
地
利
~
消

泡
及
び
希
腰
か
､J
精
々
入
り
込
ん
で
パ
レ
ス
メ
イ
ン
の
人
口
急

ぎ

在
野

伽
ru
ぜ
て
お
ろ
｡
J
丘

ら
り
移
民
の
洛
碍
子
兜
げ
､
空
,,
し
て
析
訓
の
中
心

地
た
る
テ
ケ

ア
･,.,
イ
ヴ
及
び
,l
イ
プ
ア
で
総
革
_ェ
班
.1
･エ
ル
サ
レ
ム
鈍

行

へ
掛
屯

から
幻
m
企
み
し
て
ゐ
㌔

こ
れ
.<i-
1
つ
1i
..托
パ
リ
ス
タ

イ

ン

し
て
ゐ
ろ
i1
め
で
ゞ
も
め
ろ
が
､
既
に
辞
rJ
い
改
尊
を
祁
し
て
ゐ
ろ
パ
レ

ス
メ
イ
ン
の
政
莱
及
び
組
桝
状
態
は
=
れ
ら
資
本
金
持
象
り
移
民
6
1人
観

に
依
っ
て
妃
tこ

小
段
の
繁
粧
わ
が
す
べ
-
裸
想
さ
れ
て
ゐ
ろ
｡

i
九
二
二
年
か
ら

7
九
二
三
年

へ
か
け
て
不
況
誓
,/)ん
底
に
わ
つ
ii
パ

レ
ス
メ
イ
ン
の
開
架
が

一
九
二
四
年
に
智
L
-
机
気
み
畏
L
t
l
の
11
サ
レ

稚

搬

ン
.升
の
収
縮
将
加
TJ敷
頼
り
侶
締
り
騰
蛍
tJ
に
依
る
-
の
で
､
ま
ii
同
年

に
於
て
多
数
の
旋
行
啓
が
甚
大
な
余
締
ね
こ
の
地
で
附
費
し
て
ゐ
ろ
こ
そ

も
見
迫
で
=
せ
が
川
兆
な
い
.
パ
ソ
ス
タ
イ
ン
G
l飽
産
品
の
輸
目
先
-‡
立

ミ
し
て
英
奇
利
ー
境
及
及
び
ア
>^
ヂ

エ
?

ア
で
あ
る
､
四
粧
牙
に
於
げ
ろ

巴
且
布
の二
小
作
-
ま
i
i

パ

レ
ス
テ

ン

私
利
す
る
,)?J
大
で
あ
っ
i
l｡

】
九
二
四
年
に
於
け
ち
パ
レ
ス
タ
ー
ン
り
輸
入
組
糖
は
二
千
七
官
九
十

前
兆
､
輸
出
組
街
1

1
千
九
十
鵠

軸

で
､
物
資
の
供
給
聞
及
び
そ
り
甘
分

率
は
英
藷
利

1
八
･〇
五
%
､
シ
p
ア
一
六
%
ー
燭
泡

1
0
｡五
%
､
米
国

ヤ

五
%
韓
で
､
パ

レ
ス
ダ
イ
ン
よ
り
物
資
の
供
給
私
受

け
て

ゐ
ろ
諸
飼

及
び
そ
ら
宵
分
率
t‡
塊

及
四
三
%
､
英
奇
利
三
〇
｡六
%
､
y
p
ア

〓
ハ
｡

七
味
串
で
あ
る
｡
こ
の
他
に
於
け
ろ
和
也
商
品

61倍
動
け
凌

じ
い
も
り
で

非
営
利
Lユ
そ
り
税
額
に
放
け
て
段
々
に
そ
り
地
軸
指
炎
は
ん
1,し
て
ゐ
ろ

こ
れ
は
喝
泡
が
パ
レ
ス
タ
イ
ン
在
足
溜
り

Jヾ
し
て
･L
ラ
ン
ス
ヨ
肘
ダ
ニ
ア

イ
ヲ
ク
及
び
シ
ヤ
ア

に
そ
の
海

口州
の
眼
路
ね
見
川
さ
ん
･,J
L
て
ゐ
ろ
i1
め

で
も
わ
あ
が

､
そ
れ
が
主
亡
し
て
哨
泡
に
放
け
る
狩
大
人
滴
工
業
家
に
依

っ
て
行
ほ
れ
て
ゐ
ろ
=
?J
も
性
悪
す
べ
音
節
寮
で
あ
る
.

一
九
二
四
年
中
_こ
パ
レ
ス
タ
イ
ン
に
起
つ
i1
新
産
業
の
-
ち
皮
も
昏
々

の
牲
潜
み
悲
-
も
り
は
養

繁
栄
で
あ
る
｡

一
九
二
凹
年
に
於
げ
ろ
雌
雄
の

耕
作
地
積
は

一
九
二
三
年
の
そ
れ
の
約
三
倍
で
五
千
エ
ー
カ
ー
み
許
し
ー

千
八
宵
四
十
五
噸
な
犀
川
し
て
ゐ
ろ
O
ま
iL
ハ
イ
プ
ア
に
過
つ
ii
塊
油
串

巣
も

l
九
二
四
年
か
ら
そ
り
晩
発
ね
開
始
し
て

石
鹸
放
既
納
埠
か
生
産
し

て
ぬ
る
が
､
そ
り
石
鹸
は
陳
旧
怨
原
料
ミ
し
て
使
用
ぜ
ぬ
た
め
に
各
地
の
.

何
々
数
社
にこ
批
馳
せ
ら
れ
､
塊
及
､

シ
リ
ア
及
び
E
i･煙
に
向
け
多
貴
み
輸

出
し
て
ゐ
あ
｡
ま
た

資
本
金

1
苫
前
明i
の
ハ
イ
プ
ア
の
ポ
ー
･L
ラ
ン
下
･

莞

l

七
五



地
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球

セ
メ
ン
ト
工
場
-‡
比
に
そ
り
竣
工
に
近
づ
き
､

エ
>h
サ
レ

ム
に
於
げ
ろ
新

式
の
袈
粉
骨
祉
竺

口
五
十
噸
G
l推
力
私

有
ト
ー
チ
か
･
ア

デ
イ
ブ
の
新
枕

式
工
場
-‡

一
ヶ
年
の
生
皮
芯

i
千
五
官
鶴
脚
?,
耶
せ
ら
れ
､

Z
九
二
四
年

か
ら
作
業
船
開
始
L
ii
ア
ス
p
ブ
r-
り
パ
レ
ス
チ
ン
製
胸
骨
批
ー王
将
水
6
1

姑
潤
に
よ
っ
て
上
質
り
盟
私
製

S:=}し
て
ゐ
ろ
ー
し
か
し
既
_ユ
パ
レ
ス
チ
ン

政
府
の
串
群
で
お
ろ
か
ら
そ
ら
地
産
呈

部
政
府
り
事
で
貿
収
さ

れ
て
ゐ

右
｡
か
-
て
ヨ
ル
ダ
ン
り
水
力
電
気
が
完
成
し
-
起
河
が
開
始
し
て

ヨ
ル

ダ
ン
新
谷
り
吃
燥
L
i1
土
壌
が
充
分
に
陳
概
さ
れ
大
境
に
於
げ
ろ
パ
レ
ス

メ
イ
ン
G.
野
速
は
誠
に
驚
-

べ
き
も
G
Lが
あ
ら
､つ
0

新

刊

紹

骨

$

○腎
地
地
質
撃

(欝

版
)

葦

士

大
諾

孟

遠

来
末
裳
華
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に
誹
肌
L
ii
も
り
で
あ

る
｡
此
の
印
の
呑

物
は
英
盤
仰
揃
.1
種
々
み
ろ
中

の
最
も
古

い
G
Tに
英
廟

ア
ー

キ
パ
ル
ド
｡
ダ
ー
卑
I
の
抑
外
地
質
編
が
あ

っ
て
､
地
質
掛
り
門
11
人
ら

ん

与

去

も
6
1,_ト
好
指
針
で
あ
り
I
EE
洩
り

ク
か
テ
ル
の
他
党
攻
入
門
流
-
之
1品

各
回
-
L
iI
良
串
で
み
ろ
｡
然
れ

PP,Jも
此
串
の
啓
物
の
紋
別
空

泡
の
地
質
単
粒
番
脚
で
紐
解
L
ii
上
で
貨

節
川
谷

第

六

鶴

男

]…

七

六

地
の
網
幾
に
従
事
す
る
も
り
に
必
嬰
な
る
祉
潜
在
期
ふ
為
に

は

飴
日
に
平

易
油
伶
liニ
炎
し
て
ゐ
る
感
が
あ
る
｡
本
桐
は
江
頃
米
紺
で
出
取
さ
れ
た
鎖

床
り
地
質
削
盤
に
要
す
ろ
姿
項
ね
列
輩
L
i1
諸
藩
在
象
考
さ
れ
て
膿
用
方

間
の
網
盤
に
後
部
せ
ん
だ
す
る
も
り
.1
数
ふ
ろ
目
的
で
巻
か
れ
て
ゐ
ろ
｡

故
糾
保
先
生
が
抑
外
の
.粗
放
捌
速
,1
m
す
る
方
法
在
邦
文
_こ
て
記
し
i
i
る

も
り
混
和
の
諜
な
り
､
三
十
四
賀
に
太
る
折
り
嗣
資
判
EI
は
搬
終
り
事
捲

ち
tLSき
七
め
り
も
の
.1
し
て
之
払
撃
げ
小
い
ろ
は
本
番
り
親
切
な
り
tJ
不
省

の
雛

1
版
か
押
さ
れ
た
り
は
渦
評

で
､
偶
々
二
甘
茶
り

1
肝
子
に
班
触
り

挫
忠
み
殆
ん
で
近
況
屯
-
鯛
淋
し
ー
布
文
糾
明
な
れ
.I/Jも
秘
め
て
平
易
で

み
ろ
か
ら
必
L
-
地
質
錬
り
尭
懲
り
喋
-
な
い
-
の
11
も
･裕
易
.1
規
附
さ

れ
る
｡
胡
-
も
即
外
作
柴
_二
川
ん
tJ
す
る
も
り
_ユ
何
時
も
北
づ

本
軍
神
gi

試
し
て

認
箪
な
筋
項
の
概
雛
に
要
り､
ろ
準
備
の
藤

且
蕗

城
材
料
み
糸
崎

し

て
川
渡
す
べ
-
ー
野
外
作
挙

竺
j
リ
引
上
げ
ろ
呼
に
妃
.1

7
沼
す
れ
ば
恐

ら
-
_工
後
に
現
終
り
秋
隅
純
鉄
材
料
6
1不
明
等
耽
り
,BSB
L
G
l
つ
か
ぬ
不
牲

窓
怨
批
ゆ
る
=
W
な
か
ら
,つ
.
是
技
研
懲
り
多
年
地
封
糾
蜜
桝
及
び
鋭
菜

食
批
り
我
師
1J
し
て
究
拙
作
茄
で
牲
ii
結
晶
i･l
ろ
本
番
の
特
長
1J
し
て
推

奨

に
･S
抑
ぜ
ぬ
｡
(
小
川
J

O

大

日

本

帝
国

郡

市

別
人
｡
密
度
贋

石

紙
五
郎
臆
陪

小
抑
敬
二

嗣

米

東
富
山
掠

発
行

光
悦
五
回

躍
五
尺
二
寸
柿
三
凡
六
寸
､
仰
視
及
人
口
鱒
戊
衆
附

日
本
に
は
未
だ
良
阜
人

目
相
成
問
が
な
か
っ
た
｡
本
館
戊
問
は
小
野
準

士
が
京
邸

岬
幽
大

塔

文
雄
部
地
拙
鐸
欽
･:･B
に
於
て
多
大
の
苦
心
私
以
て
調

製
さ
れ
た
都
市
別

人
口
練
磨
囲
み
首
五
十
啓
介

T
の
折
尺
に
し
､
郡
に
於

て
托
九
段
紋
に
分
け
L
i
も
の
む
三
細
e
･色
彩
で
顔
に
L
､
市
に
於
て
_i
凹


